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消防操法大会 夏祭 りとしては阿蘇郡内で一番早く行わ

れる、色見熊野座神社の夏祭 りが 5月 22日

に行われました。

祭りでは、色見地区内をみこしが練り歩き、

氏子や地区の皆さんが、訪れたみこしをく

ぐりながらお参りしていました。
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ポンプ車の部で優勝した第 1 ●   ● 一‐■田
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郡操法大会の出場予選を兼ねた町消防団

操法大会が、 4月 28日 (日 )、 南阿蘇畜協で

盛大に開催され、各分団は日頃の練習の成

果を競いました。

この大会は、 2年 に一度開催されており、
今大会からは実際に放水を行っての競技と

なりました。小型ポンプの部では第 2分団、
ポンプ車の部では第 1分団がそれぞれ優勝し、

波野村で開催予定の郡操法大会に町代表と

して出場 します。選手の皆さんのご健闘を

お祈りします。 (関連記事を 2ページに掲載)

1.水と緑と土の |こおい、いつぱいの住みよい町にします。

2.伝統を重んじ、文化の薫る潤いのある町 |こ します。

3.老人を大切にし、子どもの夢を育て幸せな町にします。

4.勤労を尊び、産業を振興し活力のある町にします。

5.スポーツに親しみ、心身をきたえ健全な町 |こ します。

親と子どもの交流の場 「風まるキッズ」は、毎

週水曜日10時半からお昼まで、高森町中央公民館 (昭

和)に集まっています。普段の集まりでは、特に
何をするでもなく子ども同士で遊ばせたり、お母

さんたちの息抜きの場となっています。

また、月に 1度、ちょっとした催 し (人形劇や

大型おもちゃづくり等)も 行っていますので、ど
うぞ気軽に参加してください。

10月 には、阿蘇郡内の子育てサークルの交流会

を高森町で開催する予定です。
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2002.4月 受付分   敬称略

■町社会福祉協議会ヘ

<香典返 し>住吉正三 馬原 トモヱ
ー 本田逸雄 荒牧辰雄

■広報送料寄付

野尻逸司 (熊本市御領 )

遠山博昭 (熊本市長嶺南 )

甲斐武房 (群馬県館林市 )

小谷征代 (東京都武蔵野市 )

(4月 末日現在 )

世帯数 2,620(+13)
男  3,703(-2)
女  4,014(+6)
総 数 7,717(+4)

人口の動 き

ず え な が <
お 幸 せ に

お くや み
も う しあ げ ます
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住吉陽

父

母

父

母

草部

高森

高森

色見

後藤 優維ちゃん
(高森・昭和)3.21生

住吉 愛香ちゃん
(色見・中園)4.22生
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＜
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下

天
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古 畑
日召 禾日

旭 通

上 在
横 町

あ りがとうございました

(敬称略 )

祥 之
香

博 美
由美子

色 見 ・ 小倉原

永野原・ 岩 神
大 分 県竹 田市

高 森 ・ 上 在
福 岡県福 間町

口
森

森

吉汀
昔
同
　
一口同

(死亡者 )

下田 市蔵
馬原 1専人

阿南 哲文
県原ヲシヲ

後藤 一夫
住吉アキエ

(年齢)

75

90

67

92

84

90

(御遺族 )

下田 孝子
馬原 トモヱ

阿南サヨ子

具原キク子

後藤イチノ

住吉 正三

お知 らせのベージ

税
金
に
つ
い
て
疑
間
に
思
う
こ

と
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
に
つ
い
て
ご

相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
と
き
　
６
月
１９
日

（水
）

午
前
１０
時
～
午
後
３
時

■
と
こ
ろ
　
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

（林
業
相
談
室
）

■
お
問
い
合
わ
せ
は

税
務
相
談
室
熊
本
東
分
室

Ｔ
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０

９

６

１

３

６

８

１

４

８

２

７

消
防
団
辞
令
交
付
式

高
森
町
消
防
団
の
辞
令
交
付

式
が
５
月
１
日
、
林
業
総
合
セ

ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
階
級
変
更

に
伴
う
３６
名
と
新
入
団
員
１２
名

に
辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

（本
年
度
の
高
森
町
消
防
団
員
数

は
３
０
７
名
）

熊
本
県
保
険
医
協
会
で
は
、
テ
レ

ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
、
健
康
情
報

を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

６
月
の
テ
ー
マ
は
次
の
と
お
り
で

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

一
分
団
二
部

四
分
団

一
部

四
分
団

一
部

五
分
団

五
分
団

六
分
団

六
分
団

六
分
団

七
分
団

一
部

八
分
団
二
部

十
分
団

一
部

十
分
団
二
部

甲
斐
　
洋
介

■
工
事
名
　
上
玉
来
地
区
水
道
施
設

工
事
　
□
工
期
　
４
月
１７
日
～
６
月

１５
日
　
□
金
額
　
９
３
４
万
５
千
円

□
請
負
者
　
（株
）
九
電
工
南
阿

蘇
営
業
所

年

金

相

談

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
社
会
保

険
に
つ
い
て
の
相
談
や
中
請
受
付
を

行

い
ま
す
。

お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
．

■
と
　
き
　
６
月
２８
Ｈ

（金
）

午
前
１０
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

林
業
相
談
去
」

出
張
税
務
相
談
室
を
開
設

　

も

し
も

し
健

康

情

報

入

札

結

果

心

配

ご

と

相

談

　

休

日

在

宅

医

（五
百
万
円
以
上
）

総会に引

☆ポンプ車の部

指揮者 班長
1番員 団員
2番員 団員
3番員 団員
4番員 団員

(第 i分団)

工藤敏祐

芹日正樹

甲斐泉龍

伊藤 靖
阿南光政

法
イヒ

津
禾日
明

★小型ポンプの部 (第 2分団)

指揮者 班長 岡本欽也
1番員 団員 冨永正法
2番員 団員 後藤栄次
3番員 団員 大内田弘徳
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■
月
　
バ
イ
ア
グ
ラ
に
つ
い
て

■
火
　
心
臓
病
と
バ
イ
ア
グ
ラ

～
ニ
ト
ロ
製
剤
と
の
併
用
は

危
険
～

■
水
　
匂
い
が
わ
か
ら
な
い

■
木
　
歯
周
病
と
食
生
活

■
金
　
Ｃ
型
肝
炎

■
土

ｏ
日
　
が
癬
の
治
療
法

※
モ
シ
モ
シ
健
康
情
報
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０
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０

赤 甲 荒 山 下 藤 西 森 石 住
星 斐 牧 田 田 本 脇 田 山 吉

安 裕 斉 耕 康 勝  章 隆 哲
昭 輔 紀 生 弘 人 能 太 徳 郎
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高
森
町
更
生
保
護
婦
人
会
が
発
足

４
月
２４
日
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

で
、高
森
町
更
生
保
護
婦
人
会
の
発

足
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
同
会
の
発

足
は
、
南
阿
蘇
地
区
で
は
初
め
て

で
、
県
内
で
は
４０
番
目
。

更
生
保
護
と
は
、
非
行
や
犯
罪
に

陥

っ
た
人
た
ち
が
、
再
び
社
会
の

一

員
と
し
て
立
ち
直
る
の
を
手
助
け
し

よ
う
と
す
る
制
度
で
、
更
生
保
護
婦

人
会
は
そ
の
手
助
け
等
を
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
。

会
員
は
、高
森
町
在
住
で
本
会
の

目
的
に
賛
同
す
る
婦
人
と
さ
れ
て
お

り
、
本
年
度
の
活
動
は
、
ミ
ニ
学
習

会
の
開
催
、
矯
正
施
設
の
訪
間
、
「社

会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
へ
の
参
加

等
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
役
員
に
は
次
の
方
々
が
決

定
し
ま
し
た
。
（敬
称
略
）

会
　
長
　
山
村
信
子

副
会
長
　
今
村
キ
ワ
子
、
佐
竹
イ
マ

監
　
事
　
本
田
美
智
子
、
伊
藤
幸
子

何
か
福
祉
に
関
す
る
こ
と
で
心
配

ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

高
森
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
次

の
と
お
り
心
配
ご
と
相
談
所
を
開
設

い
た
し
ま
す
。
心
配
ご
と
相
談
員
が

お
受
け
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

高
森

・
色
見
地
区

■
と
　
き
　
６
月
Ｈ
日

（火
）

午
後
１
時
か
ら
３
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
芙
蓉
館

野
尻
地
区

■
と
　
き
　
６
月
１３
日

（木
）

午
前
１０
時
か
ら
正
午
ま
で

■
と
こ
ろ
　
朋
遊
館

草
部
地
区

■
と
　
き
　
６
月
２１
日

（金
）

午
前
１０
時
か
ら
正
午
ま
で

■
と
こ
ろ
　
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

診
療
は
午
前
９
時
か
ら

午
後
５
時
ま
で

６
月
９
日

中

村

医

院
　
　
　
９

Ｔｅ‐
⑦
‐
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３
３
３
　
ｏｏ９

６
月
１６
日

立

野

病

院
　
　
　
３４

旧
③
‐
０
１
１
１
　
６７

６
月
２３
日

寺

崎

医

院
　
　
す
ｏ

‐
・
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

キ
Ｆ

ｉ
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Ｔ
②
‐０
３
７
８
別
瑯

６
月

３０

日

南
一馴
一咳
口
整

形

外

科

洵
部

Ｆｅ
（２
）
１
３

３

５

１

合
本

′　
＜
　
　
　
　
　
　
　
易

万̈

７
月
７
日

渡

辺

内

科
　
　
引
洲

制一⑦
‐・
７
７
７
勤
船

７

月

１４

日

後

藤

医

院

　

　

卿
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１
１
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Ｚ
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■

ｅ

１
０

０

１

９

り
証

７
月
２０
日

立

野

病

院
　
　
球
珈

Ｔｅ
Ｃ

‐
０

１

１
１

合
蘇

椰

丁

７
月
２１
日
立

野

病

院
　
　
癬
師

Ｔｅ‐
③
‐
０
１
１
１

´
ヽ「
―
刀

［
国

ワ
‘

月ワ
‘木［回∩Ｕつん水日国∩ソ火日Ｈ

Ｏ
Ｏ

月沢
Ｕ

税務相談室

新入団員紹介

就
任
の
挨
拶

こ
の
た
び
、飯
干
前
団
長
の
後
を

受
け
ま
し
て
、高
森
町
消
防
団
団
長

を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。

飯
干
前
団
長
は
、
伝
統
あ
る
高
森

町
消
防
団
の
陣
頭
に
立
っ
て
指
揮
に

当
た
ら
れ
、
そ
の
功
績
は
今
更
言
う

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
優
れ
た
飯
千
団
長
の
後
で
、

ど
こ
ま
で
や
れ
る
の
か
危
惧
の
念
を

い
だ
く
の
で
あ
り
ま
す
が
、
私
も

か
っ
て
は
団
員
か
ら
出
発
し
た

一
人

で
す
。
団
員
の
喜
び
や
苦
労
を
分
か

ち
持

っ
た
者
と
し
て
、今
後
の
本
町

消
防
団
の
発
展
の
為
に
尽
力
を
つ
く

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

団
員
が
活
動
し
や
す
い
環
境
を
つ

く
り
、
地
域
発
展
の
原
動
力
に
な
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
町
民
皆
様
の
ご
支
援
を

お
願
い
し
て
、
就
任
の
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

消
防
団
長
に
荒
牧
久
利
氏

（前
原
）
が
就
任

(2)
※ 6月 は機械設備点検のため、3日 間休館 させていただきます。

今度の温泉館休館 日
(19)

儡爾轟

褥
で,者

観
雷
１
１
■

、
．　

艤
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住
宅
金
融
公
庫

の
回
―
ン
を

返
済
中

の
方

ヘ

ロ
ー
ン
返
済
で
お
困
り
の
方
に
つ

い
て
、
返
済
月
額
を
軽
減
で
き
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
返
済
中
の

金
融
機
関
ま
た
は
住
宅
金
融
公
庫
に

遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
ｃ

Ｏ
収
入
が

一
定
程
度
減
少
し
た
こ
と

に
よ
り
返
済
が
困
難
に
な

っ
た
方

は
、
返
済
期
間
延
長

（最
長
１０
年
一
、

元
金
利
引
下
げ
な
ど
に
よ
り
、
返
済

月
額
を
軽
減
。

Ｏ
病
気
・け
が
そ
の
他
の
理
由
で
返

済
が
困
難
と
な

っ
た
方
は
、
一
定
期

間
、
元
金
の
返
済
額
を
減
額
。
そ
の

他
。
■
問
い
合
わ
せ
先

住
宅
金
融
公
庫
南
九
州
支
店

Ｔ
ＥＬ

０

９

６

１

３

８

７

２

１

８

２

１

０

健
康
に
関
す
る
無
料
相
談
の
お
知

ら
せ

（阿
蘇
地
域
産
業
保
健
セ
ン
タ
ー
）

職
場
で
働
く
人
々
が
、
い
つ
ま
で

も
い
き
い
き
と
働
き
続
け
る
た
め
に

は
、
健
康
な
身
体
と
豊
か
な
心
を
持

つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

健
康
に
不
安
の
あ
る
方
、病
気
予

防
の
た
め
に
健
康
診
断
の
結
果
を
相

談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

阿
蘇
地
域
産
業
保
健
セ
ン
タ
ー
で

は
、
厚
生
労
働
省
の
委
託
事
業
に
よ

り
無
料
相
談
を
行
い
ま
す
の
で
お
気

軽
に
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
先

阿
蘇
地
域
産
業
保
健
セ
ン
タ
ー

阿
蘇
町
黒
川
１
１
７
８

阿
蘇
郡
医
師
会
内

Ｔ
ＥＬ

０

９

６

７

１

３

４

１

１

１

７

７

蹴
０
９
６
７
‐
３
４
‐
１
６
１
９

年

く
ま
も
と
陶
磁
器
展

の
ご
案
内

第
３
回
目
を
迎
え
た
今
回
は
、
県

内
か
ら
９５
の
窯
元
が
出
展
し
、
国
内

有
数
の
規
模
と
な
り
ま
し
た
。

皆
様
に
お
楽
し
み
い
た
だ
け
る
よ

う
、
ま
す
ま
す
充
実
し
た
企
画
で
熊

本
陶
磁
器
の
魅
力
を
た
っ
ぷ
り
と
お

届
け
し
ま
す
。

■
日
時
　
６
月
２８
日

（金
）
～
３０
日

（日
）
の
３
日
間
　
午
前
１０
時
～
午

後
６
時
（最
終
日
は
午
後
５
時
ま
で
）

■
会
場
　
熊
本
産
業
展
示
場

「グ
ラ

ン
メ
ッ
セ
熊
本
」
（上
益
城
郡
益
城
町
）

■
入
場
料
　
当
日
料
金
５
０
０
円
、

割
引
料
金
３
０
０
円
（事
前
の
割
引

券
配
布
に
よ
る
）

■
問
い
合
わ
せ
先

グ
ラ
ン
メ
ッ
セ
熊
本

Ｔ
ＥＬ

０

９

６

１

２

８

６

１

８

０

０

０

担
当
／
河
野
、
藤
本

毒

劇

物

取

扱

者

試

験

■
試
験
日

平
成
１４
年
８
月
９
日

（金
）

■
試
験
会
場

熊
本
県
立
大
学

（熊
本
市
）

■
試
験
の
種
類

二

般
毒
物
劇
物
取
扱
者
試
験

由
業
用
　
目
毒
物
劇
物
取
扱
者
試
験

・特
定
品
目
毒
物
劇
物
取
扱
者
試
験

■
受
験
資
格

１８
歳
以
上
で
、次
の
事
項
に
該
当
し

な
い
者

・心
身
の
障
害
に
よ
り
毒
物
劇
物
取

扱
責
任
者
の
業
務
を
適
正
に
行
う
こ

と
が
で
き
な
い
者
と
し
て
厚
生
労
働

省
令
で
定
め
る
者

・
麻
薬

・
大
麻

・
あ

へ
ん
又
は
覚
せ

い
剤
の
中
毒
者

・毒
物
若
し
く
は
劇
物
又
は
薬
事
に

関
す
る
罪
を
犯
し
、罰
金
以
上
の
刑

に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ

り
、
又
は
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な

く
な
っ
た
日
か
ら
起
算
し
て
３
年
を

経
過
し
な
い
者

■
受
験
願
書
受
付
期
間

６
月
１０
日

（月
）
～
６
月
１９
日

（水
）

■
受
験
願
書
提
出
先

阿
蘇
保
健
所
衛
生
環
境
課

■
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
健
康
福
祉
部
業
務
課

Ｔ
ＥＬ

０

９

６

１

３

８

３

１

１

１

１

１

職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
解
決
は

熊
本
労
働
局
で

平
成
１３
年
１０
月
１
日
か
ら
個
別
労

働
関
係
紛
争
解
決
法
が
施
行
さ
れ
ま

し
た
。
個
々
の
労
働
者
と
事
業
主
と
の
労

働
条
件
、
募
集

・
採
用
、
男
女
均
等

扱
い
、
セ
ク
ハ
ラ
、
職
場
環
境
、
い

じ
め
な
ど
、労
働
条
件
に
関
す
る
紛

争
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

①
ま
ず
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
で

相
談
に
応
じ
、
情
報
提
供
し
ま
す
。

②
当
事
者
で
解
決
が
困
難
在
場
合

は
、熊
本
労
働
局
長
が
解
決
の
方
向

に
つ
い
て
、
助
言

・
指
導
し
ま
す
。

③
弁
護
士
。大
学
教
授
等
か
ら
構
成

さ
れ
る
紛
争
調
整
委
員
会
が
、
紛
争

解
決
の
た
め
の
あ
っ
せ
ん
を
無
料
で

行
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
労
働
局
総
合
労
働
相
談

コ
ー

ナ
ー

ＴＥＬ

０

９

６

１

２

１

１

１

１

７

０

１

放
送
大
学
　
学
生
募
集

平
成
１３
年
度
第
２
学
期

（１０
月
入
学
）

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ

を
利
用
し
て
大
学
教
育
を
行
う
正
規

の
通
信
制
４
年
制
大
学
で
す
。
４
年

以
上
在
学
し
所
定
の
単
位
を
修
得
す

れ
ば
、
「学
士

（教
養
）」
学
位
が
取

得
で
き
ま
す
。

１５
歳
以
上
の
方
な
ら
ど
な
た
で
も

入
学
で
き
、
１
科
目
だ
け
で
も
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
募
集
学
生
　
全
科
履
修
生
（卒
業

を
目
指
す
学
生
）
、
選
科
履
修
生
（１

年
間
在
学
す
る
学
生
）
、
科
目
履
修

生

（半
年
間
在
学
す
る
学
生
）

■
出
願
受
付
　
平
成
１４
年
６
月
１５
日

（土
）
か
ら
平
成
１４
年
８
月
１５
日
（木
）

■
資
料
請
求
・
問
い
合
せ
先

放
送
大
学
熊
本
学
習
セ
ン
タ
ー

Ｔ
ＥＬ

０

９

６

１

３

５

９

１

４

８

９

０

資
料
請
求
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

Ｔ
ＥＬ

０

１

２

０

１

８

６

４

１

６

０

０

「土
砂
災
害
防
止
月
間
」

６
月

１
日

か
ら

３０

日
ま

で

梅
雨
入
り
を
迎
え
る
前
に
次
の
点

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

①
危
険
地
域
の
確
認

②
避
難
場
所
。避
難
す
る
道
順
の
確
認

③
懐
中
電
灯
や
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ー
ラ

ジ
オ
の
準
備

④
排
水
溝
な
ど
を
清
掃
し
水
の
流
れ

を
よ
く
し
て
お
く

※
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
気

象
情
報
に
注
意
し
、
早
め
に
避
難
し

キ
（―
レ
よ
つヽ
。

■
■
■

●●

知
的
障
害
者
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

高
森
寮
に
施
設
オ
ー
フ
ン

心
身
障
害
者
在
宅
支
援
の
拠
点
施

設
と
し
て
、
４
月
１
日
に
高
森
寮
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン

し
、
５
月
１７
日
に
関
係
者
約
１
０
０

人
が
出
席
し
て
落
成
式
が
開
か
れ
ま

し
た
。
式
で
は
、池
上
尊
義
理
事
長
が
「
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
、
文
化

活
動

・
機
能
訓
練
等
を
通
じ
て
、
障

害
者
の
自
立
を
図
り
、
生
き
甲
斐
を

高
め
て
生
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
地
域
の
方
々
の
ご
利
用
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。

来
賓
の
皆
さ
ん
か
ら
も
「南
阿
蘇

６
カ
町
村
待
望
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
し
、
知
的
障
害

者
福
祉
の
増
進
が
図
れ
る
こ
と
を
期

待
し
ま
す
」
と
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。
式
後
は
、
施
設
の
紹
介
や
高
森
寮

内
で
調
理
さ
れ
た
食
事
を
囲
ん
で
の

立
食

パ
ー
テ
ィ
ー
も
行
わ
れ
ま
し

た
。同
セ
ン
タ
ー
は
、
一
日
あ
た
り
８

名
の
利
用
が
で
き
、
障
害
の
状
況
に

応
じ
た
サ
ー
ビ

ス
を
行
ち

て
い
ま

す
。

■
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
希
望
や
お
問
い

合
わ
せ
は

高
森
町
役
場
保
健
福
祉
課
福
祉
係

ＴＥＬ
２
‐
１
１
１
１

（内
線
１
２
１
）

又
は
高
森
寮
ＴＥＬ
２
‐
１
７
８
０
へ
。

サービスの内容

★基本事業

①文化活動 (ス ポーツ・手芸・陶芸・

木工など)

②機能訓練 (日 常生活動作訓練・家事
訓練など)

③その他 (社会適応訓練など)
☆選択事業

①給食サービス

②入浴サービス

★その他に送迎のサービスも行いま

す。

利用できる方

南阿蘇 6か町村に居住されている知的障
害者 (18歳以上の方 )

利用料

1日 あたり500円 (入浴料 50円 。給食

料 450円 )
■

体を動か

●   ●

没
者
追
悼
式

悲
し
み
を
胸
に

５
月
１８
日
、
草
部
中
学
校
体
育
館

で
戦
没
者
追
悼
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

日
本
は
、
戦
後
５７
年
目
を
迎
え
ま

し
た
が
、
年
数
は
経
て
も
ご
遺
族
の

苦
し
み
と
悲
し
み
、
そ
し
て
残
し
た

家
族
の
行
く
末
を
案
じ
戦
場
に
散
ら

れ
た
英
霊
の
痛
恨
の
想
い
は
癒
え
る

こ
と
は
な
い
で
し
よ
う
。

追
悼
式
で
は
、
ご
遺
族
や
戦
友
の

方
々
と
来
賓
各
位
が
追
悼
の
言
葉
を

捧
げ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
新
た
な
る

平
和
へ
の
誓
い
を
胸
に
献
花
さ
れ
ま

し
た
。
私
た
ち
は
平
和
の
尊
さ
を
真
剣
に

考
え

一
人
ひ
と
り
が
心
に
刻
ま
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
世
界
す
べ
て
が

永
久
の
平
和
で
あ
る
こ
と
を
願

っ
て
。

平

不ロ

の

二
r,

ヽ｀

ｏ
０

でま上寸
民
υ

ら・つ
”
時間時日月

民
Ｊ

／
／
ワ
ー金民

Ｊ
／
／
７
‘

火反
Ｊ
Ｏ
乙
／

／

Ａ
Ｕ

月ワ
ー
ー
■

／

／

沢
∪

日払支ノヽσ場役(3)
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自
慢
の
子
キ
が
勢
輛
ｎ

来
年
も
ま
た
参
加
し
ま
す

野
焼
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
交
流
会

４
月
２１
日

（日
）、
村
山
地
区
で

（財
）
グ
リ
ー
ン
ス
ト
ツ
ク
と
村
山

区
（田
上
安
盛
区
長
）
、村
山
牧
野
組

合

（田
上
求
組
合
長
）
が
共
催
で
野

焼
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
村
山
区
の
交

流
会
が
開
か
れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
約

３０
名
を
含
む
お
よ
そ
６０
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

こ
れ
は
、
２
月
２４
日
の
輪
地
切
り

作
業
や
３
月
１７
日
・２４
日
の
野
焼
き

に
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
人
た
ち
へ
の
お
礼
に
と
実

施
し
た
も
の
で
、
今
回
で
４
回
目
に

な
り
ま
し
た
。

肥
後
牛
の
消
費
拡
大
と
、
Ｂ
Ｓ
Ｅ

対
策
を
兼
ね
た
牛
の
九
焼
き
や
、
地

元
の
ご
婦
人
方
の
手
作
り
田
楽
等
で

の
お
も
て
な
し
、
さ
ら
に
は
、
ゲ
ー

ム
や
カ
ラ
オ
ケ
の
披
露
も
あ
り
、
和

気
あ
い
あ
い
の
う
ち
に
、爽
快
な
気

分
で
交
流
が
深
め
ら
れ
て
い
ま
し

た
。多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
家
族
の

方
々
は
、
「来
年
は
、輪
地
切
り
に
も

参
加
し
ま
す
。
」
「き

つ
か

っ
た
け

ど
、
来
年
も
参
加
さ
せ
て
く
だ
さ

い
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

昨
年
秋
に
は
、
野
焼
き
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
講
習
会
や
草
泊
ま
り
の
体
験

な
ど
も
実
施
し
て
お
り
、今
回
参
加

し
た
メ
ン
バ
ー
の
中
に
は
、各
地
の

高森駅前公園で

雨の中開催

奥阿蘇ウィングスの皆さんがステージに立つころに

降り続いていた雨が上がりました

春季

ナイターソフトボール大会

月巴

狂

４
コ
マ
漫
画
は
都
合
に
よ
り
休
み
ま
す

町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
主
催
に
よ
り
、
５

月
１３
日
か
ら
２３
日
ま
で
山
村
広
場
で
開
催

さ
れ
、参
加
１６
チ
ー
ム
に
よ
る
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。昨
年
の
大
会
に
続
き
優

勝
の
栄
冠
は
南
球
に
輝
き
ま
し
た
。

※
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優
　
勝
　
南
球

準
優
勝
　
フ
ア
イ
ヤ
ー
マ
ン

第
三
位
　
ド
リ
ー
ム
ズ

敢
闘
賞
　
下
町
ダ
ッ
ク
ス

個
人
賞
最
優
秀
選
手
賞

森
田
章
太

（南
球
）

優
秀
選
手
賞

岩
下
悟

（
フ
ア
イ
ヤ
ー
マ
ン
）

４
月
２１
日
高
森
駅
前
広
場
で
、第
１
回
高

森
駅
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
熊
本
市
の
音
楽
団
体
「
つ
く
し

ん
ぼ
」
の
皆
さ
ん
が
企
画
し
て
行
わ
れ
た
も

の
で
、本
町
で
の
開
催
は
初
め
て
。
同
会
は
、

県
内
各
地
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
企
画
し
て
お

り
、
坂
口
代
表
は
「
３
年
前
か
ら
こ
の
会
場

で
手
作
り
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
き
た
い
と
考

え
て
お
り
、
や
っ
と
念
願
が
か
な
い
ま
し

た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

当
日
は
、残
念
な
が
ら
雨
天
の
た
め
客
足

は
今
ひ
と
つ
で
し
た
が
、
町
内
の
グ
ル
ー
プ

「
Ｆ

・
Ｆ

・
Ｂ
」
と

「奥
阿
蘇
ウ
イ
ン
グ
ス
」

の
皆
さ
ん
も
参
加
し
て
、
コ
ン
サ
ー
ト
を
盛

り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

野
焼
き
や
輪
地
切
り
に
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
活
躍
し
て
い
る
人
も
い
ま
す
。

グ
リ
ー
ン
ス
ト
ッ
ク
の
山
内
専
務

か
ら

「
野
焼
き
に
限
ら
ず
、
い
ろ
ん

な
面
で
協
力
で
き
る
こ
と
は
し
た

い
」
と
の
言
葉
に
参
加
者
は
感
激
し

て
い
ま
し
た
。
今
後
あ
ら
ゆ
る
方
面

で
の
交
流
に
つ
な
が
る
も
の
と
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

野
焼
き
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
と
し
て
九

州
各
県
は
も
と
よ
り
山
口
や
広
島
方

面
か
ら
も
登
録
が
さ
れ
、
約
３
６
０

名
の
方
が
出
番
を
待
っ
て
い
る
そ
う

で
す
。
２１
世
紀
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

世
紀
と
言
え
る
ほ
ど
多
く
の
方
の
力

添
え
が
各
方
面
で
必
要
と
思
え
ま

す
。

●   ●

●   ●

第
４４
回
優
良
子
牛
保
留
奨
励
品
評
会

５
月
２
日
、
南
阿
蘇
畜
協
家
畜
市
場
に
お

い
て
、畜
産
農
家
の
意
欲
向

上
と
、畜
産
振
興
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
品
評
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
品
評
会
は
、町
主
催
に
よ
り
毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、各
農

家
自
慢
の
雌
牛
が
６１
頭
勢
揃
い
。
資
質
・体
形
。発
育
な
ど
に
つ
い
て
厳

し
い
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

審
査
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（敬
称
略
）

若
令
の
部

（１７
頭
）

▽
優
等
賞
　
津
留
桂
司
（第
六
な
み
）

▽
一
等
賞
　
今
村
助
男

（は
な
こ

二
）
、津
留
桂
司
（第
三
く
さ
ひ
め
）、

白
石
徳
男

（あ
ゆ
む
）
、
岡
本
和
雄

（こ
う
め
）

壮
令
の
部

（２９
頭
）

▽
優
等
賞
　
児
王
国
広
（よ
し
さ
く

ら
）
▽
一
等
賞
　
白
石
博
昭
（あ
や
め
）、

川
部
喜

一
（な
み
さ
く
ら
）
、
岩
下
綾

子
（五
代
く
さ
ふ
く
）、
吉
良
山

一
幸

（ふ
じ
に
し
き
）

黒
毛
和
牛
の
部

（１５
頭
）

▽
優
等
賞
　
芹
口
秀
吉
（く
に
さ
か

えヽ
二
）

▽

一
等
賞
　
草
村
秀
章

（し
げ
あ

き
）、
山
室
真
琴

（や
す
こ
）、
山
室
昭

一
（や
す
ゆ
き
）、山
田
金
光
（し
げ
こ
）

負′ノ■

卯

月

（阿
蘇
御
神
大
会
）

末
永
う
　
鬼
の
姑
で
居

っ
て
呉
薇

人
の
つ
い
て
　
疑
惑

一
覧
表
の
要
る

老
人
パ
ワ
ー
　
ブ
ー
ゲ

ン
ビ
ル
の
生
き
残
り

は
な
の
下
　
御
神
火
句
碑
の
晴
薇
姿

末
永
う
　

澤ヽ
か
と
こ
ろ
に
子
の
届
く

お
召
し
物
　
あ
薇
は
手
織
り
の
黄
入
丈

人
の
つ
い
て
　
辻
元
さ
ん
も
慌
て
よ
る

老
人
パ
ワ
ー
　
顎
は
キ
ャ
リ
ア
の
逹
う
ば
な

末
永
う
　
残
さ
に
ゃ
な
ら
ん
自
然
沐

老
人
パ
ワ
ー
　
根
子
岳
は
良
え
足
な
ら
し

末
永
う
　
臓
器
よ
俺
と
生
き
て
く
薇

お
召
し
物
　
あ
ら
外
跨
も
直

っ
と
る

人
の
つ
い
て
　
神
え
投
手
も
手
に
負
え
ん

末
永
う
　
普

っ
た
箸
に
今
化
人

会
員
制
　
過
ぎ
た
青
春
肇
り
戻
し

句

gト
春
め
き
て
出
サ
く
事
の
多
く
な
り

日
だ
よ
り
に
垣
根
を
走
え
る
人
ふ
ぐ
り

谷
底
に
湧
く
水
清
し
芹
を
摘
む

春
眠
や
夢
に
せ
人
と
語
ら
ひ
し

早
春
に
枝
キ
ち
の
音
響
き
け
り

病
窓
の
さ
く
ら
の
苦
ふ
く
ら
み
ぬ

浮
き
雲
の
流
る
る
ま
ま
に
月
お
ぼ
ろ

植
木
市
花
木
と
人
に
狭
ま
な
し

も
ち
焼

い
て
食
べ
る
も
ひ
と
り
雪
の
宵

登
山
靴
あ
の
重
た
さ
は
も
う
履
け
な
い

（老
人
ク
ラ
ブ
根
子
岳
会
）

句

日
本
　
琴
司

松
野
　
笑
声

馬
源
　
馬
笑

後
藤
　
信
子

堀
ロ
　
ヰ鰊
仙

口
上
黙
公
子

佐
藤
　
重
信

相
源
　
白
酔

林
　
　
不
恙

ホ

ロ

　

一
声

渡

辺
　
雲
海

後
藤
　
愛
子

甲
斐
て
い
子

上
丼
カロ
根
女

浦
塚
　
占
人

昭
　

子

ウ

ミ
オ

ミ
ズ

ホ

立
口　
弥

寿
美
子

澄
　
子

ア
キ
ラ

誡
　
登

ア
ヤ
子

人ヽ
　
葬

南球が 2連覇を飾る音楽好きの手作リコンサート
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ノθθttrη を店クぬ く́置霧 ,なレーズ

す
み
れ
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
催

し
を
行
う
「す
み
れ
フ
ェ
ス
タ
２
０

０
２
」
が
、
４
月
１４
日
か
ら
５
月
６

日
ま
で
休
暇
村
南
阿
蘇
で
開
か
れ
ま

し
た
。

初夏の日差しが照 りつける中

ランナーは

走 !

一番右が熊本県出身の宮崎靖雄選手

(ダブルスの表彰式)

、ゴールを目指す選手

５
月
２５
日
（土
）
、朝
５
時
に
長
陽

村
を
ス
タ
ー
ト
し
て
、
阿
蘇
郡
を
駆

け
抜
け
阿
蘇
町
に
ゴ
ー
ル
す
る
、
阿

蘇
カ
ル
デ
ラ
ス
ー
パ
ー
マ
ラ
ソ
ン

（１
０
０
ｋｍ
の
部
・５０
ｋｍ
の
部
）
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
参
加
者
は
過
去
最
高
の
８

５
４
名
。
沿
線
町
村
で
は
大
会
を
盛

り
上
げ
よ
う
と
、
早
朝
か
ら
婦
人

会
、交
通
指
導
員
、体
育
指
導
員
、役

場
職
員
な
ど
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
を
総
動

員
し
て
、
交
通
整
理
や
水
の
運
搬
、

２
・５
ｍ
ご
と
の
給
水
所
や
５
ｍ
ご

と
の
エ
ー
ド

（軽
食
）
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
設
置
、運
営
な
ど
に
大
忙
し
で

し
た
。
沿
道
の
人
か
ら
大
き
な
拍
手
と
激

励

の
言
葉
を
受
け
た
選
手
た
ち
は
、

暑

い
日
ざ
し
が
照
り

つ
け
る
中
、
元

気
に
走

っ
て
行
き
ま
し
た
。

の

完

し

も

だ

年
時い
△
マ

会
場
に
は
、
阿
蘇
地
域
は
も
ち
ろ

ん
国
内
・海
外
の
す
み
れ
や
、
写
真
・

絵
画

・
文
学

・
工
芸
品

・
グ
ッ
ズ

・

盆
栽
等
が
展
示
。

平
成
音
楽
大
学
の
皆
さ
ん
に
よ
る

「す
み
れ
コ
ン
サ
ー
ト
」
で
ス
タ
ー

ト
し
、
４
月
２１
日
と
２８
日
に
は
ミ
ニ

コ
ン
サ
ー
ト
も
開
催
さ
れ
、訪
れ
た

人
た
ち
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

２３
日
間
に
わ
た

っ
て
開
か
れ
た

「す
み
れ
フ
ェ
ス
タ
」
も
、高
森
町
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
の
皆
さ
ん
や
、
野

生
植
物
の
調
査
。研
究
を
す
る
佐
藤

武
之
さ
ん
（昭
和
）
、
町
内
の
各
団
体

の
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
、好
評
の

う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。 ●   ●

●   ●

ｉ
酪
詢『
口
・‐［
臼
＝
‐‐
綺
霜
一
．
‐
‐
．
・‐
．
．．
一
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醸
驚
ト
ト
ト
ーー
鰺

，
惨

　

　

・
醸
鰺
鶴

籟
無

始
滲

爾
田
１１
日
ｌｉ
滲

・
機
薔
〓
【̈一一一一懸

清栄山を越えると尾下獅子舞保存会の皆さんと
エー ドステーションがお出迎え

ミニコンサートには、本町のコーラスグループ
「森のこえ」の皆さんも参加

野の花にちなんだ俳句も展示 訪れた学生さんに土づくりについて

ていねいに教える佐藤武之さん(一番左)

一
流
の
プ
レ
ー
を

一
目
見
よ
う
と
多
く
の
観
戦
者

熊
本
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
ズ
イ
ン
阿
蘇
２
０
０
２
高
森
オ
ー
プ
ン
開
催

国
際
テ
ニ
ス
連
盟
公
認
の
国
際
男

子
テ
ニ
ス
大
会
「熊
本
フ
ュ
ー
チ
ャ

ズ
イ
ン
阿
蘇
２
０
０
２
高
森
オ
ー
プ

ン
」
が
４
月
２０
日
か
ら
２８
日
ま
で
の

９
日
間
、
町
民
体
育
館
と
休
暇
村
南

阿
蘇
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
主
催
は
熊
本
県
テ
ニ
ス
協
会

生一寸。日
本
ラ
ン
キ
ン
グ
の
上
位
に
位
置

す
る
選
手
や
予
選
を
勝
ち
抜
き
進
出

し
た
選
手
、
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
の
二

桁
台
を
目
指
す
外
国
人
選
手
等
が
、

賞
金
総
額

一
万
ド
ル
と
ポ
イ
ン
ト
獲

得
を
目
指
し
熱
戦
を
展
開
。

熊
本
県
出
身
で
３
年
前
の
熊
本
未

来
国
体
で
活
躍
し
た
宮
崎
靖
雄
さ
ん

（現
亜
細
亜
大
生
）
が
ダ
ブ
ル
ス
で

優
勝
す
る
な
ど
、
今
大
会
は
日
本
人

選
手
の
活
躍
が
特
に
目
を
引
き
ま
し

た
。
一
流
の
プ
レ
ー
を

一
日
見
よ
う

と
訪
れ
た
観
客
は
ボ
ー
ル
の
早
さ
や

プ
レ
ー
の
正
確
さ
等
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。

〈
大
会
結
果

〉

○
シ
ン
グ
ル
ス

優
　
勝
　
小
野
田
倫
久

（Ｎ
Ｅ
Ｃ
）

準
優
勝
　
岩
渕
聡
（ヨ
ネ
ッ
ク
ス
）

○
ダ
ブ
ル
ス

優
　
勝
　
佐
藤
博
康

（Ｆ
Ｉ
Ｌ
Ａ
）

宮
崎
靖
雄
（亜
細
亜
大
）

準
優
勝

バ
ジ
カ
ジ
ャ
ン
ル
イ
カ

（イ
タ
リ
ア
）

カ
パ
ネ
リ
ー
・リ
カ
ル
ド
（イ
タ
リ
ア
）

クつ異だと

コードや配線器具は、使える電気の量にかぎり

があります。

テーブルタップを使ってのタコ足配線をしてい

ると、一度にたくさんの電気が流れ、熱がでて

危険です

電気器具は、コンセントから直接使いましょう。

■九州電気保安協会 TEU096-711-0056

不法電級を追旗しよう
<6月 1日 から10日 は電波利用保護旬間 >

テレビ、ラジオ、携帯電話など、技

術の進歩によって様々な電波カテU用で

きるようになり、私たちの生活は大変

便利になりました。

しかし、ルールを守らない不法電波

によって、消防・防災無線等の重要無

線通信が妨害されたり、テレビやラジ

オなどに障害が発生するなど、社会に

大きな迷惑をかけています。

■電波に関する困りごとや相談等があ

りましたら次のところへご連絡ください。

九州総合無線局 http://www.kbt.9o.ip/

○不法無線局、混信。妨害(電波監理部調査課)  電話096-368-8654
0受信障害(テレビ。ラジオ)(受信障害対策室)  電話096-326-7873
0電波利用料 (糸舒発部財務課)       電話096-326-7805
0その他行政相談(総合通信相談所)    電話096-326-7819
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農
業
形
態
を
目
指
し
て

し

栄普士のいた1ビきます
～食事でつくる健康な歯～

歯の外壁であるエナメル質の主な成分はカルシウム
・です。丈夫な歯をつ くるために、骨まで食べ られる小

魚や、牛乳をたっぷ りとるようにしましょう。

しいたけ、レバー、魚介類などのビタミンDを含む

食品と一緒にとると、吸収が良く効果的です。また、歯の

土台になる部分はたんぱく質でできているので、たんぱく

質もたくさんとりましょう。

◎食習慣の基本は離乳期にあり 1

離乳期は、大人と比べて味覚が敏感で、のちの食習慣をつ

くる大事な期間です。この時期に濃い味や甘いものに慣れて

しまうと、味覚が鈍 くなってしまいます。
・自然の味を大切にし、薄味を心がける

・甘味にならさない
。食後、ミルクの後には白湯を飲ませる
。歯の発達に合った固さのものを食べさせる

◎妊娠中に注意したいこと。

妊娠中は、日の中に女性ホルモンを好物 とする細菌が

繁殖するため、歯垢をつ くりやすい状態にあるといわれ

ています。この時に起 きる炎症が妊娠性歯肉炎です。

妊娠中はカルシウムやたんぱく質、ビタミンを含んだ

食品などをたっぷ りとる

◎お茶が歯を救います |

いろいろな食品に含まれているフッ素は、日の中に入

ると、む し歯の原因となる分解酵素の作用 を阻止 しま

す。このフッ素を含む代表的な飲料がお茶です。むし歯

予防にお茶を飲む習慣をつけましょう。

昨
年
４
月
、
高
森
湧
水
ト
ン
ネ
ル
公
園
の
駐
車

場
横
に
、
地
元
南
在
地
区
の
農
家
の
皆
さ
ん
で
つ

く
る

「湧
水
ト
ン
ネ
ル
直
販
所
」
が
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。

直
販
所
で
は
、
農
作
物
や
加
工
品
、
特
産
品
が

取
り
そ
ろ
え
ら
れ
て
お
り
、
湧
水
ト
ン
ネ
ル
公
園

を
訪
れ
た
客
に
限
ら
ず
、
わ
ざ
わ
ざ
直
販
所
の
品

物
を
目
当
て
に
訪
れ
る
人
も

い
る
よ
う
で
す
。

こ
れ
か
ら
先
、
観
光
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
る
な
か

で
、
新
製
品
の
開
発
な
ど
に
力
を
入
れ
、
ま
す
ま

す
張
り
切

っ
て
い
る

「
湧
水
ト
ン
ネ
ル
加
工
部

・

す
み
れ
会
」
の
皆
さ
ん
を
取
材
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
農
業
に
つ

い
て
話
し
合

っ
た
結
果

農
家
を
取
り
巻
く
環
境
は
決
し
て

良
い
と
は
言
え
な
い
中
、
南
在
地
区

の
農
家
の
皆
さ
ん
が
集
ま
り
「
こ
れ

か
ら
の
農
業
は

・
…

」
と
題
し
て

話
し
合
い
を
し
ま
し
た
。

南
在
地
区
に
あ
る
湧
水
ト
ン
ネ
ル

公
園
は
、年
間
３０
万
人
も
の
観
光
客

を
集
め
る

一
大
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
な

り
ま
し
た
。き
れ
い
な
湧
水
を
求
め

て
訪
れ
た
観
光
客
の
皆
さ
ん
に
、
湧

水
と

一
緒
に

「高
森
の
味
」
も
楽
し

ん
で
も
ら
お
う
と

「す
み
れ
会
」
を

結
成
。
あ
わ
せ
て
、
自
分
た
ち
の
手
で
、

生
産
者
と
消
費
者
が
直
接
触
れ
合
う

こ
と
の
で
き
る
場
を
提
供
し
よ
う

と
、
湧
水
ト
ン
ネ
ル
直
販
所
を
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。

●

高
校
生
の
「税
の
作
文
」
募
集

国
税
局
や
税
務
署
で
は
、今
年
も

高
校
生
の
皆
さ
ん
か
ら
税
に
関
す
る

作
文
を
募
集
し
ま
す
。

テ
ー
マ
は

①
税
や
税
務
署
に
つ
い
て
の
意
見

②
税
に
つ
い
て
学
習
し
た
こ
と
に
つ

い
て
の
意
見
や
感
想

③
税
務
署
や
公
共
的
な
施
設
を
見
学

し
た
こ
と
が
あ
れ
ば
、
そ
の
体
験
や

印
象
④
税
に
つ
い
て
の
家
族
の
体
験
談
や

周
り
の
方
の
話
を
聞
い
て
、自
分
が

考
え
た
こ
と

な
ど
、
税
に
関
す
る
こ
と
で
あ
れ
ば

何
で
も
結
構
で
す
。

字
数
は
３
０
０
０
字
以
内
で
、
締

切
は
９
月
９
日

（月
）
と
な

っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
中
学
生
の
皆
さ
ん
の
作
文

に
つ
い
て
は
、
全
国
納
税
貯
蓄
組
合

連
合
会
に
お
い
て
同
じ
内
容
の
テ
ー

マ
で
募
集
し
て
お
り
、
字
数
は
１
２

０
０
字
以
内
で
、締
切
が
９
月
上
旬

と
な
っ
て
い
ま
す
。

高
校
生
、
中
学
生
の
皆
さ
ん
奮

っ

て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
税
に
関
す
る
作
文
の
募
集

に
つ
い
て
詳
し
く
お
知
り
に
な
り
た

い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
国
税
局

や
最
寄
り
の
税
務
署
に
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

●   ●

●   ●

湧
水
ト
ン
ネ
ル
加
工
部

す
み
れ
会

広

報

納
税
は
お
近
く
の
金
融
機
関
で

源
泉
所
得
税
の
納
税
た
め
に
、
税

務
署
に
お
出
掛
け
い
た
だ
く
方
が
お

ら
れ
ま
す
が
、
国
税
は
、
税
務
署
だ

け
で
な
く
お
近
く
の
銀
行
や
郵
便
局

な
ど
の
金
融
機
関
の
窓
口
で
も
納
税

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

特
に
、
源
泉
所
得
税
の
納
付
期
限

間
近
に
な
り
ま
す
と
、税
務
署
の
納

税
窓
回
が
混
雑
し
お
待
た
せ
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
近
く

の
金
融
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、申
告
所
得
税
並
び
に
個
人

事
業
者
の
方
の
消
費
税
及
び
地
方
消

費
税
は
、
預
貯
金
口
座
か
ら
振
替
に

よ
り
自
動
的
に
納
税
で
き
る
、便
利

な

「振
替
納
税
」
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

な
お
、納
税
の
こ
と
で
お
分
か
り

に
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
最
寄
り
の
税
務
署
や
税
務
相
談

室
に
お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

■

阿

蘇

税

務

署

Ｔ
ＥＬ

０

９

６

７

・

２

２

・

０

５

５

１

.薪.つ|‐C11‐あ―建.つ

～お君5。ご?λ憾だけたこう～

□材料
。おから200g・ 薄力粉 300g・ 黒ゴマ適宜
ソーダ少々・黒砂糖 90g・ 揚げ油

□作 り方

①材料を全部混ぜ合わせ、よくこねる。ラップを

かけて30分ねかせる。②めんぼうで広げて食べ

やすい長さに切り、油できつね色に揚げる。

食生活改善推進員

甲斐利子さん (上町)の作品

(6)(15)
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健康畿塵
健師がら

あなたへの

失
つ

て
わ
か
る

歯
の
大
切
さ

今
、
あ
な
た
の
歯
は
何
本
あ
り
ま

す
か
？
大
人
の
歯
は
、永
久
歯
を
含
め
３２

本
、
子
ど
も
の
歯
は
２０
本
あ
り
ま

す
。
本
町
で
は
、
８
０
２
０
運
動
（８０

歳
で
２０
本
の
自
分
の
歯
を
保
つ
）
６

０
２
４
運
動
（６０
歳
で
２４
本
の
自
分

の
歯
を
保

つ
）
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
全
国
平
均
で
６０
歳
で

１３
本
、
７０
歳
で
２０
本
の
歯
を
失
う
結

果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

奥
歯
が
１
本
抜
け
た
ら
噛
む
力

は
半
分
Ｈ
一

健
康
づ
く
り
に
食
事
は
大
切
な
要

素
。
車
に
ガ
ソ
リ
ン
・
オ
イ
ル
が
必

要
な
よ
う
に
、植
物
に
肥
料
が
必
要

い
ろ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
に

も
積
極
的
に
参
加

熊
本
県
農
業
公
園
で
行
わ
れ
た
農

業
フ
ェ
ア
や
、
熊
本
市
下
通
り
で
行

わ
れ
た
阿
蘇
郡
特
産
品
ま
つ
り
、高

森
峠
千
本
桜
桜
ま
つ
り
等
い
ろ
ん
な

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
。

「最
初
は
お
客
さ
ん
と
の
触
れ
合

い
に
か
な
り
戸
惑
い
が
あ
り
ま
し
た

が
、
品
物
が
次
第
に
売
れ
る
よ
う
に

な
り
、多
く
の
人
か
ら
好
評
を
い
た

だ
く
と
そ
れ
が
自
信
と
な
り
、今
で

は
お
店
に
出
る
の
が
楽
し
み
で
す
。」

と
会
員
の
皆
さ
ん
は
口
を
そ
ろ
え
て

い
ま
す
。

な
よ
う
に
、
人
に
食
物
は
必
要
な
も

の
で
す
。

食
べ
物
が
ま
ず
体
に
入
る
場
所
が

口
で
あ
り
、歯
に
よ
り
小
さ
く
噛
み

砕
か
れ
、唾
液
と
混
ぜ
合
わ
せ
消
化

吸
収
の
働
き
を
助
け
て
い
ま
す
。
し

か
し
、奥
歯
を
１
本
失
う
だ
け
で
噛

む
力
は
４０
～
５０
％
落
ち
て
し
ま
い
ま

す
。
更
に
、
噛
み
合
わ
せ
全
体
が
悪

く
な
り
、
頭
痛

・
肩
こ
り

・
顎
関
節

症
な
ど
の
障
害
を
引
き
起
こ
す
事
が

わ
か
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
硬
い
も
の
で
も
何
で
も
食

べ
る
こ
と
が
出
来
る
に
は
、
自
分
の

歯
が
最
低
で
も
２０
本
必
要
で
す
。
２０

本
以
上
の
歯
を
持
つ
高
齢
者
の
方
は
、

医
療
費
の
面
か
ら
見
て
も
健
康
な
状

態
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
行
動
範
囲

の
広
い
、
自
立
し
た
生
活
を
送
ら
れ

て
い
る
人
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

歯

の
役
割

食
事
以
外
に
も
歯
に
は
次
の
よ
う

な
役
割
が
あ
り
ま
す
。

《
話
す
》前
歯
が
抜
け
る
と
「さ
し
す

せ
そ
」
が
言
い
に
く
く
な
り
ま
す
。

《
顔
の
形

・表
情
》
あ
ご
や
唇
の
形

・

表
情
に
影
響
し
ま
す
。

《
味
わ
う
》
本
来
の
味
や
食
感
を
味

わ
う
こ
と
が
出
来
ま
す
。

《
痴
呆
の
予
防
》
噛
む
事
で
脳
の
血

流
を
増
や
し
新
陳
代
謝
が
盛
ん
に
な

り
ま
す
。

歯
を
失
う
原
因
の
大
半
は
歯
周
病

以
前
は

「歯
槽
膿
漏
」
と
呼
ば
れ

て
い
ま
し
た
。
歯
周
病
は
、
歯
と
歯

ぐ
き
の
境
目
に
た
ま

っ
た
白
く
ネ
バ

ネ
バ
し
た
歯
垢
に
す
む
歯
周
病
菌
に

よ
る
感
染
症
で
す
。
歯
ぐ
き
に
炎
症

が
起
こ
る
と

「歯
肉
炎
」
に
な
り
出

血
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
歯
肉
炎
が

進
む
と
、
歯
根
膜

・歯
槽
骨
を
溶
か

し
歯
が
グ
ラ
グ
ラ
に
な
り
歯
が
抜
け

る
結
果
と
な
り
ま
す
。
強
い
口
臭
の

原
因
と
も
な
り
ま
す
。

こ
の
歯
周
病
は
、
３５
歳
位
か
ら
急

増
す
る
と
言
わ
れ
ま
す
が
、本
町
で

は
、
健
診
で
小
学
校
の
高
学
年
か
ら

歯
肉
炎
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
痛

み
も
な
く
進
行
し
て
き
ま
す
が
、適

切
な
ブ
ラ
ツ
シ
ン
グ
で
予
防
す
る
こ

と
が
出
来
ま
す
。
家
族
ぐ
る
み
で
大

切
な
歯
を
守
る
生
活
習
慣
を
始
め
ま

せ
ん
か
。

歯
周
病
を
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト

・食
べ
た
ら
み
が
く
。

・外
出
時
な
ど
み
が
け
な
い
時
は
う

が
い
だ
け
で
も
す
る
。

・バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
を
と
り
糖

分
は
控
え
る
。

・歯
ぐ
き
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
す
る
。

・よ
く
噛
ん
で
ゆ
っ
く
り
食
べ
る
。

・
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い
。

・
歯
科
医
院
で
定
期
的
に
歯
石
を

取
っ
て
も
ら
う
。

研
修
会
等
に
も
参
加
し

新
し
い
特
産
品
の
試
作

に
も
挑
戦

す
み
れ
会
の
皆
さ
ん
は
、阿
蘇
青

年
の
家
や
県
立
劇
場
で
の
研
修
会
、

フ
ー
ド
パ
ル
熊
本
で
の
交
歓
会
等
に

出
席
し
、
熱
心
に
勉
強
し
て
い
ま

す
。ま
た
、
研
修
会
で
の
経
験
を
生
か

し
て
、他
に
は
な
い
特
産
品
の
開
発

に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
地
元
の
子
ど
も
た
ち

へ
、
郷
土
料
理
づ
く
り
を
伝
え
て
い

け
た
ら
と
も
考
え
て
い
る
よ
う
で

す
。

●   ●

●   ●

○地元で生産された新鮮野菜

○湧水笹だんご  ○湧水餞頭・餅
○揚げビスケット  ○手作り味噌
○切割り大根の漬物  ○梅干し
○高菜漬  ○田楽味噌
○季節の果実  ○その他工芸品

男
性
グ
ル
ー
プ
も

い
ろ
ん
な
面
で
活
躍

湧
水
直
販
所
の
男
性
グ
ル
ー
プ

は
、
現
在
１５
名
。

イ
ベ
ン
ト
や
出
張
販
売
の
際
に

は
、
た
く
さ
ん
の
商
品
や
商
品
棚
等

の
準
備
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
そ
う

い
う
時
は
男
性
グ
ル
ー
プ
の
出
番
。

運
搬
か
ら
準
備
・後
片
付
け
等
に
協

力
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、直
販
所
の
改
装
工
事
や
周

辺
の
整
備
な
ど
、
縁
の
下
の
力
持
ち

的
な
存
在
で
す
が
、
と
て
も
大
き
な

存
在
で
す
。

じ
ん
け
ん
　
　
か
く
り
つ
　
　
あ
か

し
ゃ
か
い

《
人
権
の
確
立
と
明
る
い
社
会
を
め
ざ
し
て

》

私
た
ち
は
、
同
和
問
題

を
知
識
と
し
て
理
解
す
る

だ
け
に
と
ど
ま

っ
て
い
て

は
、
み
ん
な
が
幸
せ
に
生

き
て
い
け
る
社
会
を
実

で
き
ま
せ
ん
。

わ
た
し
　
　
　
　
　
　
す

け
ん
目

化
Ｔ
´
ン

私
た
ち
の
住
％
で
い
る

家
庭
、
地
域
、
職
場
に
目
を

向
け
、
人
と
人
と
の
つ
な

が
り
の
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ

じ

っ
せ

ん

に
で
き
る
こ
と
か
ら
実
践

に
移
し
、
差
別
を
な
く
し
、
人
権
を
守
り
、
豊
か
な
人
権
文
化

を
育
て
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

あ
ら
ゆ
る
差 o
テ;」
13

し
な
い
_ArC
せ
な
い

（高
森
町
人
権
啓
発
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

明
る
い
社
会
　
〉

啓
発
標
語
の
中
か
ら
）

住
民
生
活
課
　
同
和
対
策
係

農
業
振
興
と
観
光
振
興
で

地
域
の
活
性
化
に
期
待

新
し
い

、
農
家
と
し

て
生
き
残
る
道
を
真
剣

に
考
え
、

行
動
を
起
こ
し
た
南
在
地
区
の
皆

さ
ん
。

４０
代
か
ら
７０
代
ま
で
の
幅
広

い

年
代
層
の
女
性
１３
人
が
、
和
気
あ

い
あ

い
と
活
動
す
る
姿
は
と
て
も

た
の
も
し
く
思
え
ま
す
。

こ
の
小
さ
な
グ
ル
ー
プ
の
積
極

的
な
取
り
組
み
に
よ

つ
て
ヽ
農
家

と
観
光
客

（生
産
者
と
消
費
者
）
が

直
接
触
れ
合
う
場
が
生
み
出
さ
れ

た
こ
と
は
、
お
互

い
に
と

っ
て
プ

ラ
ス
と
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
そ
の
意
欲
で
頑

張

っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

6月 30日 まで

7月 ～ 9月 まで

10月 ～11月 まで

土曜 。日曜のみ

毎 日営業

土曜 。日曜のみ

じ

ん

　

け

ん

人

権

いずれも時間は午前 9時～午後 5時

直販所には、かずら細工等の伝統工芸品も数

多く取り揃えられる

(14)(7)
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可燃ごみが

回形燃料ごみ (RDF)
に変わります。

平成 14年 7月 から

RDFと は、
Refuse Derived Fuel(廃 棄

物から得 られる燃料)の略称で、
廃棄物を乾燥 。選別 して、可燃物

を取り出し円柱状 (ペ レット)に

固めた固形燃料です。廃棄物の新

しい有効利用法として期待されて

います。

障害者福社の支援制度が始まります

●   ●

支援費制度 とは 。。。

行政がサービスの内容を決定している現在の「措置制

度」から、利用者自身がサービスを選択し、事業者との

契約によってサービスを利用する仕組みである「支援費

制度」へ移行 します。

支援費制度に移行することにより、サービスの利用者

である障害者の方が、自分の意思でサービスを選択でき

るようになることで、利用者本位のサービスが提供でき

るようになると期待されています。

支援費制度に係るサービスを受けた障害者の方は、現

在の措置費に変わって、市町村から支援費の支給を受け

ることになります。

○支援費に移行するサービスー覧

●  ● 支援費制度の流れ
①支援費の
支給請求

⑦支援費の支払
(代理受領 )

■お問い合わせは 南部清掃センター TEL 2-0719 役場保健福祉課 TEL 2-1111

援費の ⑥支援費支
支給決定  払の請求

③契約締結

④サービスの提供

⑤自己負担額の支払い

支援費を受給するためには

居住している市町村に、支援費の申請を行い、市町村

から支援費の支給決定及び受給者証の交付を受ける必要

があります。

支援費の申請受付は、平成 14年 10月 頃を予定してい

ます。

指定 。監督

■お問い合わせは

高森町役場 保健福祉課 福祉係
TEL 2-1111(内 線 121)

(13) (8)

平成 15年 4月 から、身体障害または知的障害のある方への、福

祉制度の一部が、現在の「措置制度」から、利用契約の方法で

ある「支援費制度」へ変わります。

RDFごみとして出す物

●生ごみ (料理くず。貝殻・卵の殻など)

●紙くず 。紙パック (テ ィッシュ・感熱紙・写真・カーボン

紙など)

●プラスチックごみ (シ ャンプーなどの容器 。ワサビなどの

チューブ。容器。食品 トレー・洗面器 。発泡スチロールなど)

●繊維くず (ク ッション・下着・運動靴・布バックなど)

●ゴムくず (ゴム手袋・サンダル・ゴムホースなど)

●革類 (靴 。革ジャンパー・財布・グローブ・ベル トなど)

●その他 (アイスノン・アルミホイル・カーペット・ トレー。

使い捨てカイロなど)
身体障害者 知的障害者 障 害 児

施設サービス
更生施設、療養施設、

授産施設

更生施設、授産施設、

通勤寮
移行 しません

住宅サービス
ホームヘルプ、ショー ト

ステイ、デイサービス

ホームヘルプ、ショー ト

ステイ、デイサービス、

グループホーム

ホームヘルプ、ショー ト

ステイ、デイサービス
RDFごみで出せない物 (小金属類として出す物 )

G

カセットテープ

ビデオテープ

ワープロ用リボン

フロッピーァィスク

CD等 市町村

Ｆ
ロＲＤ
ご
み
の
出
し
方
の
注
意
点

●生ごみ1)水切りを十分にしてください

●紙おむつ|ウ汚物を取り除いてください

●カレンダー・ファイル・アルバム・カバン。おもちゃ。ベルト等ゆ金属部分は小金属ヘ

●カーペット・じゅうたん。毛布・布団⇒50cm位に切ってください

※RDFごみ袋に入れれば収集にも出せます。(切 らずに出す場合は粗大ごみへ)

●草。木くず⇒土や砂を落として乾燥させて出してください
※木くずは直径 10cm長 さ100om以下にしてください。

●ゴムホース・ロープ等のひも状のものは50cmに切ってください

★金属類・陶器類・ガラス類はすべて取り除いてください

(少 しでも取り外 しできないものは、小金属類、陶器ガラス類で出してください)

利用者 指定事業者

』

■

Ｊ
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多重債務による自己破産が増えています。

ローンやクレジッ トカー ドは節度ある利用を。

● 多重債務

キャッシングやクレジット

カー ドのローンなどの返済がで

きなくなり、さらに複数の金融

業者からお金を借 りて返済でき

なくなること。借 りたり返 した

りを繰 り返すうちに多額の債務

を背負い、自分の収入では返済

できなくなるケースが多いよう

です。

近年、こうした多重債務によ

る自己破産が増えています。

1996年 に約 5万 6千件だった

個人の自己破産は、99年には約
12万 3千件、2000年 には 13万

9千件に急増 しています。
キャッシングやクレジ ット

カー ドのロー ンなどは節度 を

もった利用を心がけ、安易な借 り

入れで生活が破綻しないよう計画

的な借り入れをすることが大切で

す。借 り入れの際には、

①本当に必要なのか

②無理のない返済ができるのか

③手数料や金利はいくらになる

のか

④契約書の内容は理解できたか

をよく考えましょう。

借金を返すために借金するの

が多重債務や自己破産に陥る典

型的なパターン。もし、返済が

難しくなったり無理がでてきた

りしたときは、親や家族など身

近な人、借入先の業者、公的な

機関に相談してください。

―

″フ
‐
く

ヽ

′
ｔ

ヽ

「
ノ
Ｄ

ノ

悪質業者の手口を知ろう

ィ多
ヽ

●   ●

●   ●

品物やサービスの代金分割払いかと思っていた ら、実は金融業者からの借金契約だっ

た、という トラブルも発生 しています。契約書 をよく読み、説明をよく聞 きましょう。

また、国や都道府県に無登録で貸企業を営業 して、高い金利 をとったり暴力的な取 り立

てをしたりする業者もあります。返済に困っている多重債務者 をターゲッ トに した悪質業

者 もあるのでご注意 ください。

く

①紹介屋・・・あたかも低金利で融資するように思わせて多重債務者

を呼び込み、「あなたの信用状態はよくない。うちでは貸せないのでほ

かの店を紹介する」などと言って、紹介料をだまし取る。

②整理屋・・・「あなたの債務を整理・解決します」などと広告し、多

重債務者から「整理手付金」といった名目で現金などを預かり、整理

を引き延ばした上、整理をしないで金をだまし取る。

③買取屋・・・融資の条件としてクレジットカードで商品を次々と買

わせ、それらを定価以下で買い取り、さらに高金利で融資する商法。申

込者には業者への借金のほかにクレジット会社への債務も残る。

④名義貸し・・。「消費者金融会社の調査」の「お金を借りるだけのア

ルバイト」と称して消費者金融会社から金銭を借 り受けさせ、アルバ

イト料を支払った上で「返済はこちらでやっておく」と発行された

カードとともに金をだまし取る。集めた金とカードで返済と借り入れ

を繰り返すため返済が行われている間は発覚せず、長期間だまされて

いることに気づかない。
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湧水 トンネル公園の入園が有料になります

〈7月 1日から〉

現在、トンネル内への入場につきましては、

入場賛助金としての募金をお願いしています

が、施設の維持、管理等のため 7月 1日 から

は入園料として徴収させていただきますので

皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

湧
水
ト
ン
ネ
ル

七
夕
ま
つ
り

開
催
の
お
知
ら
せ

７
月
４
日

（木
）
～

７
日

（
日
）

午
前
９
時
～
午
後
８
時

高
森
湧
水
ト
ン
ネ
ル
公
園
に
て

■
催
し
も
の

。
７
月
４
日

（木
）
～
７
日

（日
）

高
森
特
産
品
販
売

・
７
月
６
日

（土
）
湧
水
早
飲
み
大
会

・小
中
学
生
七
夕
書
道
展

・
７
月
６
日

（土
）
，
７
日

（日
）

七
夕
か
ざ
リ
コ
ン
テ
ス
ト

・
７
月
７
日

（日
）
・
８
月
４
′日

（日
）

・
２５
日

（日
）

や
ま
め
つ
か
み
ど
り
大
会

昨年の七夕まつり

渋滞や騒音等でご迷惑をおかけしますが、
ご理解・ご協力をお願いします。

入園料

中学生以上 100円
小学生   50円
小学生未満 無料

主な相談機関

●国民生活センター (相談専用 )

TEL 03-3466-0999

●熊本県消費生活センター

TEL 096-354-4835

●各都道府県貸金業協会 (苦情 。相談窓口 )

●各弁護士会の法律相談窓口

● 日本 クレジッ トカウンセリング協会

TEL 03-3226-0121

●金銭管理カウンセ リング事業団

(東京)TEL 03-5282-7500
(大阪)TEL 06-6242-2200
●救済更生事業団

TEL 06-6355-0947

第
２２
０

は
な
し
０
ぶ

つ
ヽ
″
サ
ー
ト

開
催
０
お
知
弓
ｅ

６
月
２３
日

（第
４
日
曜
日
）

午
前
１０
時
半

阿
蘇
野
草
園

は
な
し
の
ぶ
広
場

（休
暇
村
南
阿
蘇
内
）

田
０
天
気

に
な
あ
れ
ぜ

第
１２
０

こ
ろ
こ
ろ
ぼ

う
づ

⊃
ゝ
手
ス
ト

梅
雨
時
期
に
行
わ
れ
る
「は

な
し
の
ぶ
コ
ン
サ
ー
ト
」
は
、

雨
に
た
た
ら
れ
る
こ
と
が
多

く
、
屋
外
で
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
当
日
の
晴
天
を

願
っ
て
皆
様
方
の
ユ
ニ
ー
ク
な

『
て
る
て
る
ぼ
う
ず
』
の
出
展

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
作
品
の
受
付

６
月
２０
日

（木
）
ま
で
、
観
光

協
会
ま
で
お
届
け
く
だ
さ
い
。

■
作
品
の
サ
イ
ズ
　
自
由

■
審
査
　
６
月
２３
日

（日
）

優
秀
作
品
に
は

賞
状
及
び
記
念
品
贈
呈

■
問
い
合
わ
せ
先

観
光
協
会
　
Ｌ
２
‐
２
２
３
３

第М
。野袈
募集

コ
ン
サ
ー
ト
を
聴
く
側
か
ら

あ
な
た
も
演
奏
に
参
加
す
る
側

に
ま
わ

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

阿
蘇
の

「
野
の
花
に
捧
げ
る

歌
詞
」
「野
の
花
に
ま
つ
わ
る
思

い
出
の
歌
詞
」
な
ど
、
２
番
ま
た

は
３
番
ま
で
作

っ
て
応
募
し
て

く
だ
さ
い
。

入
賞
者
に
は
１
月
ま
で
に
お

知
ら
せ
し
、
平
成
１５
年
６
月
第

４
日
曜
日
に
開
催
予
定
の
は
な

し
の
ぶ
コ
ン
サ
ー
ト
会
場
で
受

賞
式
を
行
い
ま
す
。
な
お
、特
選

作
品
に
は
林
田
戦
太
郎
氏

（作

曲
家
）
が
作
曲
し
、当
日
の
コ
ン

サ
ー
ト
で
発
表
し
ま
す
。
（締
切

は
Ｈ
月
３０
日
）

■
応
募
及
び
問
い
合
わ
せ
先

は
な
し
の
ぶ
コ
ン
サ
ー
ト
実
行

委
員
会

「阿
蘇
の
野
の
花
歌
詞

募
集
」
係

（休
暇
村
南
阿
蘇
）

Ｌ
２
‐
２
１
１
１

・

皆
さ
ん
の
ご
応
募
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す

昨年のはなしの応コンサート

昨年の金賞作品「にじのてるてるほうず」

(12)
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火災 0救急ともに前年より増加
火災は61件
建物火災が36件 (70%)、 林野火災が5件 (10%)、 車
両火災が 8件 (16パ ーセント)、 その他が 2件 (4%)と
なっています。

(南阿蘇管内では、建物火災 8件、林野火災 2件、車両
火災 3件、その他が 2件です。)

平成 13年の火災 救急統計について

阿蘇広域行政事務組合消防本部

南部分署  TEL 2-9034

救急は2379件
前年より173件増加しています。内訳は、急病が1,144

件 (48.1%)、 転院搬送 429件 (18%)、 交通事故 346
件 (14.5%)、 一般負傷 318件 (13.4%)、 前記以外の

種別 142件 (6%)と なっています。
(南阿蘇管内では、急病 405件、転院搬送 135件、交通
事故 108件、一般負傷 109件、前記以外の種別 52件で

す。)

「児童手当現況届」は6月中に提出を|

児童手当を受けている方は、毎年6月 中に「児童

手当現況届」を提出しなければなりません。この届

は、毎年6月 1日 における状況を記載し、児童手当

を引き続き受ける要件があるかどうかを確認するた

めのものです。
この届けの提出がないと、6月 分以降の手当が受

けられなくなりますのでご注意下さい。

児童手当とは

児童手当制度は、義務教育就学前の児童 (6歳に達する日以

降の最初の3月 31日 までの児童)を養育している人に支給さ

れます。ただし、前年の所得 (1月 から5月 までの月分の手当

については前々年)が一定額以上の場合には、所得制限によ

り児童手当は支給されません。

第 1子 と第 2子については月額 5,000円 、第 3子以降は月

額 10,000円 です。

現況届に必要な添付書類等

☆年金加入証明書又は申立書

請求者が被用者 (サラリーマン等)である場合に提出

☆前住所地の市町村長が発行する児童手当用所得証明書

(6月 1日 以降の証明のあるもの)

高森町に平成 14年 1月 1日 に住所がなかった場合に提出

☆この他、必要に応じて提出書類があります。

■詳しくは、保健福祉課 福祉係 TEL 2-1111(内線 121)
|||||||

●  ●

●   ●

高森警察署 TEL 2-0110

ワールドカップサッカー大会警備 のご協力をお願いします
本年 5月 31日 から6月 30日 までの間、日本と韓

国で「2002年 ワール ドカップサッカー大会」が開催
されます。

熊本においても、日本代表チームの初戦の相手であ

るベルギー代表チームが 5月 下旬からキャンプを行っ

ています。

国土交通省の発表では、大会期間中 233万 人の
サッカーファンが日本国内を移動するといわれてい

ます。

熊本においても、ベルギーチームが他の代表国と

の試合を含めた 2回 のテス トマッチをKKウ イング
で開催する予定であ り、相当数の外国人を含む多 く

のサ ッカーファンの来県が予想されます。

警察では、本大会が世界中の注目を浴びているこ

とから、「フーリガン」 と呼ばれる不法行為を行 う

恐れのある集団の来日や、国際テロの発生等を考慮

しなが ら諸対策を講 じているところです。

そこで、熊本県警ではベルギー代表チームが熊本

で安全 にキャンプを行 えるように、また、テス ト

マッチ時にサポーターや観客等による雑踏事故が発

生 しないように万全の警戒を実施 します。

(11)

児童手当を受IJヨれろ富ヘ
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区  分

南阿蘇管内

町村別

火  災 救 急

前

　

　

年

△口
　
　
　
　
一一副

建
物
火
災

林
野
火
災

車
両
火
災

そ

の

他

前
　
　
年

〈
口
　
　
　
　
卦
［

火

　

　

災

自
然
災
害

水
　
　
難

交
　
　
通

労
働
災
害

運
動
競
技

一
般
負
傷

加

　

　

害

自
損
行
為

急
　
　
病

そ

の

他

蘇陽町 138 157 22 13 65 53

高森町 2 194 189 Z〕 24 1∞ 24

白水村 6 ¬38 114 15 2) 75

久木野町 〔13 55 2 10 28

長陽村 4 226 294 〔15 42 137 (X5

上記以外の町村 31 〔X3 28 1442 1570 2 2 と B 2) 24 χ Ю ¬5 739 310

計 ∞ 51 ∞ Z16 2379 36 〔受5 28 318 10 31 ¬144 4∞

楢
木
野
徳
繁
さ
ん

（大
村
）
と

高
森
高
等
学
校

阿
蘇
郡
民
生
委
員

・児
童
委
員
協
議

会
の
会
長
を
務
め
る
楢
木
野
徳
繁
さ
ん

は
、
駐
在
嘱
託
員
や
民
生

・
児
童
委
員

と
し
て
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
行
政
と
の

パ
イ
プ
役
と
し
て
長
年
活
躍
さ
れ
て
い

る
こ
と
。

高
森
高
校
は
、
生
徒
に
よ
る
自
主
グ

ル
ー
プ
を
結
成
し
、
街
中
の
早
朝
清
掃

や
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ヘ
の
慰
間
、

手
話
教
室
の
開
催
等
積
極
的
各
種
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行

っ
て
い
る
こ
と
が

認
め
ら
れ
て
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

熊本県社会福祉功労者表彰

左 :楢木野徳繁さん 右 :高森高校の蔦浦徹事務長

高
森
町
剣
友
会

青
少
年
の
体
力
つ
く
り
と
健
全
育
成

を
目
的
と
し
て
昭
和
”
年
に
設
立
さ
れ

た
高
森
町
剣
友
会
は
、設
立
以
来
小
中
学

生
の
指
導
や
、近
隣
県
を
招
待
し
て
の
剣

道
大
会
の
開
催
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

特
に
、
昨
年
夏
の
全
国
中
学
校
体
育

大
会
で
高
森
中
学
校
剣
道
部
が
全
国
優

勝
し
た
こ
と
は
、
剣
友
会
活
動
の
成
果

の
ひ
と
つ
で
す
。

体
力

つ
く
り
熊
本
県
民
会
議
か
ら
、

模
範
的
な
団
体
と
し
て
認
め
ら
れ
今
回

の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

体力つくり優良団体・ 功労者表彰

剣友会会長の後藤幸充さん

皆 さまへのお願 い

(DIベ ルギー代表テームの練習場やテストマ ノ
チ会場等においては、施設の管理規定を遵守

するとともに、現場警備員等の指示を守って

応援してください。

② ベルギー代表チームが行 く先々、特にテス
トマッチ会場及びその付近では、警備員によ

る入場チェックや一時的な交通混雑等が予想

されます。

現場の警察官や警備員等の指示に従って行

動していただくとともに、公共交通機関の利

用や相乗 りなどで、交通総量の抑止にご協力

ください。

③ 屋外で騒いでいる外国人の集団や不審な行
動をしている外国人等を見かけた時は 110番
通報をしてください。

(10)

の

②

´ヘ
レ

高編警察署 より

0

´
ち

露⑮曰

り
‐●
■
■
，


